
久
留
米
大
学
に
お
け
る

遺
伝
子
組
換
え
実
験
に
つ
い
て

遺
伝
子
組
換
え
実
験
安
全
委
員
会

安
全
主
任
齋
藤
成
昭

(分
子
生
命
細
胞
工
学
）

2
0

1
5
年

3
月

1
2
日

1

topics
•
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
と
は
？

•
「
遺
伝
子
組
換
え
実
験
」
と
は
？

•
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
組
換
え
実
験
を
行
う
に
は
？

2

組
換
え
生
物
の
取
扱
い
に
か
か
わ
る
主
な
法
令
・
規
則

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律

(カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
）

（
法
律
違
反
者
に
は
担
当
大
臣
か
ら
命
令
が
下
さ
れ
、
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
）

研
究
開
発
等
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
当
た
っ
て
執
る
べ
き

拡
散
防
止
措
置
等
を
定
め
る
省
令
（
研
究
開
発
二
種
省
令
）

（
組
換
え
実
験
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
の
省
令
で
定
め
ら
れ
た
拡
散
防
止
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

久
留
米
大
学
遺
伝
子
組
換
え
実
験
指
針

久
留
米
大
学
遺
伝
子
組
換
え
実
験
安
全
管
理
規
程

（
上
記
の
法
令
を
守
り
つ
つ
、
安
全
に
遺
伝
子
組
換
え
実
験
を
行
う
た
め
に
定
め
ら
れ
た
久
留
米
大
学
の
内
規
で
す
）

h
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w
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scie
n

ce
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o
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/b
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e
th

ics/ka
n

ke
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u
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i.h
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l

h
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w

w
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e
d
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m
e
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.a

c.jp
/m

e
d

/jo
in

t/ku
m

ika
e

/in
d

e
x.h

tm

に
、
上
記
規
則
お
よ
び
関
連
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

3

カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
成
立
の
歴
史
的
背
景

生
物
多
様
性
に
関
す
る
条
約
(1993

年
）

1
.
生
物
多
様
性
の
保
全

生
物
多
様
性
の
保
全

生
物
多
様
性
の
保
全

生
物
多
様
性
の
保
全
、

2
.
持
続
可
能
な
利
用

持
続
可
能
な
利
用

持
続
可
能
な
利
用

持
続
可
能
な
利
用
、

3
.利
益
の
公
正
な
配
分

カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
（2003年

発
効
）

生
物
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
対
す
る
悪
影
響
の
防
止

カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
（2004

年
施
行
）

議
定
書
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保

二
種
省
令
（2004

年
）

執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
の
内
容

「
健
康
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ル
ー
ル
を
破
り
ま
し
た
。
」

と
い
う
言
い
訳
は
、
も
は
や
通
用
し
ま
せ
ん
。

「
組
換
え
生
物
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
防
止
」

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
で
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
に
よ
る
規
制
の
重
点
は
、

す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
廃
止
さ
れ
た
「
組
換
え

D
N

A
実
験
指
針
」
で
は
「
人
に
対
す
る
健
康

被
害
の
防
止
」
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
両
者
は
考
え
方
の
根
本

が
異
な
り
ま
す
。

4



遺
伝
子
組
換
え
実
験
を
行
う
際
に
は
、

を
執
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
組
換
え
生
物
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
」
の
適
切
な
措
置

“
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
”

5

1
．．． ．
経
緯

経
緯
経
緯

経
緯

当
省
よ
り
の
連
絡
を
受
け
、
平
成

2
0
年

3
月

1
8
日
及
び

2
1
日
、
遺
伝
子
組
換
え
実
験
安
全

委
員
会
委
員
等
に
よ
り
、
関
係
す
る
研
究
室

に
対
す
る
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
-
-
（
中
略
）
-

-
一
連
の
調
査
の
結
果
、
当
該
研
究
室
で
は
、

過
去

6
年
に
わ
た
り
、
廊
下
に
設
置
し
た
培
養

器
内
で
遺
伝
子
組
換
え
大
腸
菌
及
び
同
分
裂

酵
母
を
培
養
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
含
む

寒
天
培
地
や
培
養
液
を
不
活
化
処
理
せ
ず
に

廃
棄
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

2
．．． ．
原
因

原
因
原
因

原
因

（
1
）
実
験
責
任
者
の
遺
伝
子
組
換
え
大
腸
菌

等
は
人
体
へ
の
病
害
性
が
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
確
信
に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
の
確
保

と
い
う
法
の
趣
旨
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分

で
あ
っ
た
。

（
2
）
-
-
(後
略
）
-
-

文
科
省
報
道
発
表
（

2
0

0
8

.6
.2

0
)よ
り
抜
粋

た
と
え
組
換
え
生
物
に
病
害
性
が
無
く
て
も
、

「
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
」
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

6

規
制
の
対
象
と
な
る

「
遺
伝
子
組
換
え
実
験
」
と
は
何
か
？

7

「
遺
伝
子
組
換
え
生
物
」
の
定
義

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

第
二
条

第
二
条

第
二
条

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
生
物
」
と
は
、
一
の
細
胞
（
細
胞
群
を
構
成
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

又
は
細
胞
群
で
あ
っ
て
核
酸
を
移
転
し
又
は
複
製
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の
、
ウ
イ
ル
ス
及
び
ウ
イ
ロ
イ
ド
を
い
う
。

２
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら

れ
た
核
酸
又
は
そ
の
複
製
物
を
有
す
る
生
物
を
い
う
。

一
細
胞
外
に
お
い
て
核
酸
を
加
工
す
る
技
術
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

二
異
な
る
分
類
学
上
の
科
に
属
す
る
生
物
の
細
胞
を
融
合
す
る
技
術
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で

定
め
る
も
の

…
…
…
…
…

具
体
的
に
は
、
人
工
的
組
換
え
プ
ラ
ス
ミ
ド
な
ど
を
保
有
す
る
単
細
胞
生
物
（大
腸
菌
な
ど
）、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
・
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
、
組
換
え

D
N

A
を
含
む
ウ
イ
ル
ス
な
ど
で
す
。

培
養
細
胞
は
「
生
物
」
と
み
な
さ
れ
な
い
の
で
（
施
行
規
則
第
一
条
）
、
こ
の
法
律
の
規
制
を

う
け
ま
せ
ん
。
同
様
に
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
な
ど
か
ら
摘
出
し
た
臓
器
を
取
り
扱
う
実
験
も
規

制
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

8



遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
使
用
し
て
行
う
「
実
験
」
が
、

「
遺
伝
子
組
換
え
実
験
」
で
す
。

遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
使
用
に
は
、

拡
散
防
止
措
置
を
講
じ
つ
つ
施
設
内
で
使
用
す
る
「第
二
種
使
用
等
」と
、

防
止
措
置
を
講
じ
ず
に
用
い
る
「第
一
種
使
用
等
」の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

第
二
条

第
二
条

第
二
条

第
二
条

…
…
…
…
…

５
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
第
一
種
使
用
等
」
と
は
、
次
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
ら
な
い
で
行
う
使
用

等
を
い
う
。

６
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
第
二
種
使
用
等
」
と
は
、
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
構
造
物
（
以
下
「
施
設
等
」

と
い
う
。
）
の
外
の
大
気
、
水
又
は
土
壌
中
へ
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
意
図

を
も
っ
て
行
う
使
用
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
明
示
す
る
措
置
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置

を
執
っ
て
行
う
も
の
を
い
う
。
…
…
…
…

本
学
研
究
室
内
で
実
施
す
る
遺
伝
子
組
換
え
実
験
は
、
「
第
二
種
使
用
等
」で
す
。

組
換
え
生
物
の
作
成
、
飼
育
（
培
養
）
、
保
管
、
運
搬
も
規
制
の
対
象
で
す
。

「
第
一
種
使
用
等
」
を
行
う
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
お
よ
び
環
境
大
臣
の
承
認
が
必
要
で
す
。

9

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
）

第
十
二
条

第
十
二
条

第
十
二
条

第
十
二
条
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
は
、
当
該
第
二
種
使
用
等
に
当

た
っ
て
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
が
主
務
省
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
使
用
等

を
す
る
間
、
当
該
拡
散
防
止
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条

第
十
三
条

第
十
三
条

第
十
三
条
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
は
、
前
条
の
主
務
省
令
に
よ
り
当

該
第
二
種
使
用
等
に
当
た
っ
て
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
（
特
定
遺

伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
場
合
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）

に
は
、
そ
の
使
用
等
を
す
る
間
、
あ
ら
か
じ
め
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
拡
散
防
止
措
置
を
執
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
…
…
…

本
学
で
実
施
中
の
遺
伝
子
組
換
え
実
験
の
大
半
は
、
「
機
関
実
験
」で
す
。

「
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
」
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

「
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
」
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

大
臣
の
確
認
を
受
け
る
必
要
は
な
い
。

大
臣
確
認
実
験

機
関
実
験

第
二
種

使
用
等

本
学
で
は
、
「
機
関
実
験
」
を
さ
ら
に
、
「
機
関
承
認
実
験
」
と
「
機
関
届
出
実
験
」
に
分
け
て
い
ま
す
。

承
認
実
験

届
出
実
験

学
長
の
承
認
が
必
要
。

学
長
へ
の
届
出
が
必
要
。
い
ず
れ
も
、
計
画
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

1
0

組
換
え

D
N

A
（
遺
伝
子
工
学
技
術
に
よ
り

作
り
出
さ
れ
た
も
の
）

形
質
転
換
な
ど

大
腸
菌

マ
ウ
ス

フ
ァ
ー
ジ
・
ウ
イ
ル
ス

実
験
室
内
で
の
作
成
・
使
用
・
飼
育
・
保
管

隔
離
容
器
で
の
運
搬

導
入

＝
“
第
二
種
使
用
等
”

法
令
（
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
、
二
種
省
令
な
ど
）
に
定
め
ら
れ
た
、
も
し
く
は
文
部
科
学
大
臣

に
よ
る
確
認
を
受
け
た
拡
散
防
止
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＝
“
供
与
核
酸
”

＝
“
宿
主
”

本
学
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
計
画
申
請
が
必
要
で
す
。

1
1

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
組
換
え
実
験
を
行
う
に
は
、

１
．
二
種
省
令
に
し
た
が
っ
て
実
験
の
「
レ
ベ
ル
」
を
決
定
し
、

２
．
そ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
「
拡
散
防
止
措
置
」
を
執
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

1
2



執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
の
レ
ベ
ル
は
、

「
実
験
の
種
類
」
と
「
組
換
え
生
物
の
特
性
」
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

実
験
の
種
類
（
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
第
二
条
）

微
生
物
使
用
実
験

遺
伝
子
組
換
え
実
験

大
量
培
養
実
験

動
物
使
用
実
験

植
物
等
使
用
実
験

細
胞
融
合
実
験

総
容
量

2
0
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
培
養
設
備
を
用
い
て
の
微
生
物
使
用

大
腸
菌
を
用
い
た
プ
ラ
ス
ミ
ド
増
幅
・
組
換
え
タ
ン
パ
ク
質
発
現
、

酵
母
ツ
ー
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
作
成
な
ど

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
）
マ
ウ
ス
作
成
な
ど

組
換
え
ウ
イ
ル
ス
の
接
種
な
ど

1
3

「
組
換
え
生
物
の
特
性
」
は
、

「
宿
主
」
と
「
供
与
核
酸
」
の
性
質
か
ら
推
定
し
ま
す
。

「
組
換
え
生
物
の
特
性
」
＝
哺
乳
動
物
な
ど
へ
の
病
原
性
等
、
環
境
に
対
す
る
影
響
の
程
度
。

影
響
の
程
度
が
高
い
ほ
ど
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
拡
散
防
止
措
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

宿
主
の
性
質

1
4

そ
の
生
物
種
が
ど
の
「
ク
ラ
ス
」
に
属
す
る
か

「
生
物
」
は
、
そ
の
影
響
力
に
応
じ
て
、
４
つ
の
「
ク
ラ
ス
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
5

ク
ラ
ス
１

ヒ
ト
、
ウ
サ
ギ
、
マ
ウ
ス
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
、

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
、
酵
母
、
大
腸
菌
、
ア
デ
ノ
随
伴
ウ
イ
ル
ス
な
ど

ク
ラ
ス
２

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
レ
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
（
自
律
増
殖
能
欠
損
株
）
、

緑
膿
菌
な
ど

ク
ラ
ス
３

宿
主
と
し
て
用
い
る
場
合
、
大
臣
確
認
実
験
と
な
り
ま
す
。

ク
ラ
ス

4
供
与
体
、
宿
主
の
い
ず
れ
と
し
て
用
い
て
も

大
臣
確
認
実
験
と
な
り
ま
す
。

＜
平
成
１
６
年
文
部
科
学
省
告
示
７
号
（二
種
告
示
）
別
表
第
２
＞

（
h

ttp
://w

w
w

.life
scie

n
ce

.m
e

xt.g
o

.jp
/file

s/p
d

f/n
6

4
8

_
0

1
.p

d
f）

「
生
物
」
は
、
そ
の
鳥
類
・
哺
乳
類
に
対
す
る

病
原
性
等
の
程
度
に
応
じ
て
４
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

供
与
核
酸
の
性
質

核
酸
供
与
体
(=
供
与
核
酸
が
由
来
す
る
生
物
）
の
ク
ラ
ス

核
酸
の
特
性宿
主
の
病
原
性
・
伝
染
性
を
高
め
る
か
否
か

同
定
済
み
か
否
か

（
＝
配
列
が
分
か
っ
て
い
て
機
能
が
推
定
で
き
る
か
）

例
え
ば
、
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
・
伝
染
性
に
か
か
わ
る
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子
を

含
む
プ
ラ
ス
ミ
ド
を
大
腸
菌
に
導
入
す
る
場
合
を
想
定
し
て
み
る
。

仮
に
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
が
発
現
し
た
と
し
て
も
細
胞
表
面
に
局
在
化
し
な
い
の
で
大
腸
菌
の
病
原
性
・

伝
染
性
を
増
強
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
一
般
に
ウ
イ
ル
ス
の
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
タ
ン
パ
ク
質
が
大

腸
菌
に
病
原
性
・
伝
染
性
を
付
与
す
る
と
い
う
科
学
的
知
見
も
得
ら
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
こ
の
プ
ラ
ス
ミ
ド
D
N
A
は
、
宿
主
の
病
原
性
・
伝
染
性
を
高
め
な
い
」
と
判
断
す
る
。

蛋
白
性
毒
素
を
作
り
出
す
か
ど
う
か

1
6



微
生
物
使
用
実
験

遺
伝
子
組
換
え
実
験

大
量
培
養
実
験

動
物
使
用
実
験

植
物
等
使
用
実
験

細
胞
融
合
実
験

P1~P3
(二
種
省
令
第
五
条
第
一
項
）

LS1
、LS2

、LSC
(同
第
ニ
項
）

P1A~P3A
、
特
定
飼
育
区
画
(同
第
三
項
）

P1P~P3P
、
特
定
網
室
(同
第
四
項
）

☆
二
種
省
令
で
防
止
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
実
験
は
、
大
臣
確
認
実
験
と
な
り
ま
す
。

執
る
べ
き

拡
散
防
止
措
置

＝
実
験
の

種
類

X
組
換
え
生
物
の

特
性
（
レ
ベ
ル
）

宿
主
の
性
質

供
与
核
酸
の
性
質

1
7

認
定
宿
主

―
ベ
ク
タ
ー
系

二
種
告
示
別
表
第
１
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
認
定
宿
主

―
ベ
ク
タ
ー
系
」は
、
実
験
室
環
境
外

で
の
生
存
・
増
殖
能
力
が
低
い
「宿
主

―
ベ
ク
タ
ー
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
系
で
す
。

B
1
系
と
、
よ
り
生
存
力
の
弱
い
B
2系
（特
定
認
定
宿
主
ベ
ク
タ
ー
系
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

B
1
認
定
系
の
例

B1 (1) : E.coliK12
株
に
由
来
す
る
菌
株
(D
H
5
α
な
ど
）
と
そ
の
ベ
ク
タ
ー

B1 (2) : 出
芽
酵
母
と
そ
の
ベ
ク
タ
ー
（
プ
ラ
ス
ミ
ド
、
ミ
ニ
染
色
体
由
来
）

B1 (10) : 分
裂
酵
母
と
そ
の
ベ
ク
タ
ー

B1 (11) : E.coliB
株
及
び
誘
導
体
(BL21

な
ど
）
と
そ
の
ベ
ク
タ
ー

認
定
系
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
拡
散
防
止
措
置
レ
ベ
ル
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
定
系
の
使
用
＝
“
生
物
学
的
封
じ
込
め
”

1
8

二
種
告
示
は
、

h
ttp

://w
w

w
.life

scie
n

ce
.m

e
xt.g

o
.jp

/file
s/p

d
f/n
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8
_

0
1

.p
d

f
か
ら
入
手
で
き
ま
す

拡
散
防
止
措
置
レ
ベ
ル
の
決
定
ル
ー
ル
（
二
種
省
令
第
５
条
）

供
与
核
酸
が
同
定
済
み
で
、
か
つ
宿
主
の
病
原
性
・
伝
染
性
を
高
め
な
い
場
合
：

拡
散
防
止
レ
ベ
ル
＝
宿
主
の
ク
ラ
ス
（
た
と
え
ば
ク
ラ
ス
２
な
ら
、
防
止
措
置
レ
ベ
ル
は
P
２
)

供
与
核
酸
が
同
定
済
み
で
、
宿
主
の
病
原
性
・
伝
染
性
を
高
め
る
場
合
：

宿
主
が
B
1
認
定
系
な
ら
ば
、
拡
散
防
止
レ
ベ
ル
＝
核
酸
供
与
体
の
ク
ラ
ス
*
１

宿
主
が
B
2
認
定
系
な
ら
ば
、
拡
散
防
止
レ
ベ
ル
＝
核
酸
供
与
体
の
ク
ラ
ス
－
１
*
２

そ
れ
以
外
の
場
合
、
拡
散
防
止
レ
ベ
ル
＝
宿
主
と
供
与
体
の
ク
ラ
ス
の
大
き
い
方
＋
１
*
１

供
与
核
酸
が
同
定
済
み
で
な
い
場
合
：

宿
主
が
B
2
認
定
系
な
ら
ば
、
拡
散
防
止
レ
ベ
ル
＝
核
酸
供
与
体
の
ク
ラ
ス
ー
１
*
２

そ
れ
以
外
の
場
合
、
拡
散
防
止
レ
ベ
ル
＝
宿
主
と
供
与
体
の
ク
ラ
ス
の
大
き
い
方
*
１

*
１４
以
上
に
な
る
と
き
は
大
臣
確
認
実
験
。
*
２ク
ラ
ス
１
の
場
合
P
1
。

微
生
物
使
用
実
験

動
物
使
用
実
験

生
き
た
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
使
用
す
る
実
験
は
、
原
則
的
に

P
1

A

（
宿
主
の
ク
ラ
ス
が
３
以
上
の
場
合
は
大
臣
確
認
実
験
）

1
9

同
定
済
み
核
酸
に
は
、
「
塩
基
配
列
に
基
づ
き
、
生
成
物
（

R
N

A
、
タ
ン
パ
ク
質
）
の
機
能
が
科
学
的
知
見
に
照
ら
し

て
推
定
さ
れ
る
も
の
」
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
（
二
種
省
令
第
二
条
）

拡
散
防
止
措
置
レ
ベ
ル
の
例

執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
の
レ
ベ
ル
は
、
二
種
省
令
第
５
条
の
規
定
に
従
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

レ
ベ
ル
の
決
め
方
を
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で
示
し
た
手
引
書
が
文
科
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.lifescience.m

ext.go.jp/files/pdf/n815_01.pdf

例
１
：
マ
ウ
ス
由
来
の
遺
伝
子
を

P
C

R
で
増
幅
し
、
増
幅
産
物
を
エ
ピ
ソ
ー
ム
型
プ
ラ
ス
ミ
ド

p
U

C
1

8
に
連
結
す
る
。
こ

の
組
換
え
プ
ラ
ス
ミ
ド
を
大
腸
菌

D
H

5
α
株
に
形
質
転
換
法
に
よ
り
導
入
し
て
、
増
幅
・
ク
ロ
ー
ン
化
す
る
。
・
・
・
・
・P1

例
１

’：
上
記
の
実
験
で
、
ク
ラ
ス
２
生
物
の
遺
伝
子
（
未
同
定
）
を
増
幅
・
ク
ロ
ー
ン
化
す
る
。
・
・
・
・
・P2

例
１

’
’ ：
上
記
の
実
験
で
、
ク
ラ
ス
２
生
物
の
遺
伝
子
（
病
原
性
等
に
関
わ
ら
な
い
）
を
増
幅
・
ク
ロ
ー
ン
化
す
る
。

・
・
・
・
・ P1

例
２
：
マ
ウ
ス
由
来
の
遺
伝
子
を
非
増
殖
型
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
に
組
み
込
み
、
ヒ
ト
培
養
細
胞
に
感
染
さ
せ

る
。
・
・
・
・
・
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
作
成
し
、
取
り
扱
う
の
で

P2

例
３
：
外
部
よ
り
供
与
を
受
け
た
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
飼
育
す
る
。
・
・
・
・
・P1A 

例
３

’：
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
よ
り
取
り
出
し
た
臓
器
を
解
析
す
る
。
・
・
・
・
・
組
換
え
実
験
で
は
な
い

例
４
：
市
販
の

shR
N

A
発
現
プ
ラ
ス
ミ
ド

D
N

A
を
購
入
し
、
H
e
L
a細
胞
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ク
ト
す
る
。

・
・
・
・
・
組
換
え
実
験
で
は
な
い

2
0



拡
散
防
止
措
置
の
具
体
的
な
内
容
は
、

の
規
定
に
従
い
ま
す
。

実
験
実
施
中
・
保
管
・
運
搬
の
各
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
執
る
べ
き
防
止
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
種
省
令
第
四
条
お
よ
び
同
別
表
第
二
～
五

2
1

拡
散
防
止
措
置
（
実
験
実
施
中
）

実
験
実
施
中
に
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
の
内
容
は
、
二
種
省
令
第
４
条
お
よ
び
別
表
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
拡
散
防
止
措
置
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
ま
と
め
た
も
の
が
文
科
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
（配
布
の
参
考
資
料
に
一
部
抜
粋
）。

h
ttp

://w
w

w
.life

scie
n

ce
.m

e
xt.g

o
.jp

/b
io

e
th

ics/ka
ku

sa
n

.h
tm

l

2
2

拡
散
防
止
措
置
（
保
管
＜
二
種
省
令
第
６
条
＞
）

•
組
換
え
生
物
が
漏
出
、
逃
亡
な
ど
拡
散
し
な
い
構
造
の
容
器
に
入
れ
る
。

•
容
器
の
見
や
す
い
場
所
に
組
換
え
生
物
で
あ
る
旨
を
表
示
。

•
所
定
の
場
所
に
保
管
。

•
冷
蔵
庫
等
の
設
備
に
保
管
す
る
場
合
は
、
そ
の
設
備
に
も
組
換
え
生
物

を
保
管
し
て
い
る
旨
を
表
示
。

拡
散
防
止
措
置
（
運
搬
＜
二
種
省
令
第
７
条
＞
）

•
組
換
え
生
物
が
漏
出
、
逃
亡
な
ど
拡
散
し
な
い
構
造
の
容
器
に
入
れ
る
。

•
P

3
、

P
3

A
、

P
3

P
、

LS２
レ
ベ
ル
以
上
の
場
合
は
二
重
容
器
に
す
る
。

•
一
番
外
側
の
容
器
に
「
取
扱
注
意
」
と
表
示
。

実
験
の
過
程
で
の
一
時
的
な
保
管
、
移
動
は
上
記
の
「
保
管
」
「
運
搬
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

組
換
え
動
物
の
飼
育
は
、
「
保
管
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
、
実
験
実
施
中
と
同
じ
扱
い
で
す
。

2
3

不
活
性
化
処
理
な
ど
の
実
際
（
私
た
ち
の
研
究
室
の
場
合
）

分
子
生
命
・
細
胞
工
学
で
は
、
大
腸
菌
お
よ
び
分
裂
酵
母
（い
ず
れ
も

B
1
認
定
系
）を

も
ち
い
て

P
1
レ
ベ
ル
の
微
生
物
使
用
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物

溶
液
性
廃
棄
物
（
培
養
液
、
菌
体
に
触
れ
た
緩
衝
液
な
ど
）

ポ
リ
タ
ン
ク
に
一
時
貯
蔵
し
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
滅
菌
後
に
一
般
廃
液
と
し
て
廃
棄
。

固
形
廃
棄
物
（
菌
体
を
含
む
固
形
培
地
、
菌
体
に
触
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ピ
ペ
ッ
ト
等
）

滅
菌
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ッ
グ
に
一
時
貯
蔵
し
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
後
に
実
験
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
。

再
利
用
す
る
実
験
器
具
（
ガ
ラ
ス
器
具
な
ど
）

塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
液
（
オ
ス
バ
ン
液
）
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
（
漂
白
剤
）
も
し
く
は

7
0
%
エ
タ
ノ
ー
ル
に
浸
漬
し
て
組
換
え
生
物
を
不
活
化
し
た
後
、
洗
浄
・
滅
菌
し
て
再
利
用
。

組
換
え
生
物
の
保
管

菌
株
保
存
液
を
含
む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
を
専
用
の
箱
に
入
れ
て
冷
凍
保
存
。

ペ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
管
理
。

2
4



本
学
で
遺
伝
子
組
換
え
実
験
を
行
う
際
に
は
、

事
前
に
計
画
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
管
理
規
程
第
1
2
、
1
3
条
）

機
関
承
認
実
験

機
関
届
出
実
験

学
長
に
よ
る
承
認
に
先
立
ち
、

安
全
委
員
会
で
の
審
査
を
受
け
る
。

届
出
の
み
で
実
施
で
き
る
。

機
関
実
験

本
講
習
会
修
了
者
が
責
任
者
と
な
る

P
1
レ
ベ
ル
の
実
験
計
画
で
、

か
つ
認
定
宿
主
ベ
ク
タ
ー
系
(B

1
ま
た
は

B
2
)の
み
を
用
い
る
場
合
は
、

機
関
届
出
実
験
と
な
り
ま
す
。

申
請
が
承
認
さ
れ
る
ま
で
（
届
出
が
受
理
さ
れ
る
ま
で
）

計
画
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

2
5

※
申
請
書
の
記
入
例
を
参
考
資
料
に
添
付
し
て
い
ま
す
。

実
験
責
任
者

実
験
従
事
者

実
験
従
事
者

実
験
従
事
者

①
計
画
書
送
付

(事
前
確
認
）

②
確
認
、

修
正

安
全
主
任

遺
伝
子
組
換
え
実
験

安
全
委
員
会

学
長

③
計
画
書
申
請
（
届
出
）

④
審
査

（
承
認
実
験
の
場
合
）

⑤
承
認

承
認
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

産
学
官
連
携

推
進
室

2
6

免
責
事
項
（
？
）

安
全
主
任
に
よ
る
計
画
書
の
事
前
確
認
で
は
、

１
）
書
類
上
の
不
備
は
な
い
か
？

２
）
記
載
内
容
に
不
明
瞭
な
点
は
な
い
か
？

３
）
拡
散
防
止
措
置
の
区
分
は
正
し
い
か
？

に
重
点
を
置
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

内
容
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
を

1
0

0
%
信
頼
し
て
い
ま
す
。

•
宿
主
や
供
与
核
酸
の
性
質
に
つ
い
て
間
違
い
が
な
い
か
、

•
必
要
な
設
備
等
が
実
施
場
所
に
備
わ
っ
て
い
る
か
、

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

計
画
の
承
認
は
保
証
で
き
ま
せ
ん
。
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2
7

組
換
え
生
物
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
（
管
理
規
程
第
2
1
条
）

譲
渡
者

受
入
先

安
全
主
任

学
長

①
様
式

A

②
様
式

A
、

B
（
の
写
し
）

③
様
式
３

④
組
換
え
生
物
（
様
式

B
を
添
付
）

産
学
官
連
携
推
進
室

⑤
様
式

C
（
様
式

A
、

B
、
様
式
３
の
写
し
を
添
付
）

様
式

A
：
受
入
れ
準
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
の
証
明

様
式

B
：
輸
送
・
受
入
れ
に
必
要
な
情
報
提
供

様
式

C
：
譲
渡
・
受
入
れ
届

様
式
３
：
事
前
確
認
し
た
こ
と
の
証
明

※
組
換
え
生
物
の
譲
渡
を
受
け
た
場
合
は
、
事
後
に
様
式

C
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
8

動
物
実
験
セ
ン
タ
ー

動
物
実
験
の
場
合



申
請
な
ど
に
必
要
な
書
類
は
、
組
換
え
実
験
安
全
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.m

ed.kurum
e-u.ac.jp/m

ed/joint/kum
ikae/index.htm

2
9

事
故
が
起
き
た
時
に
は
？

施
設
が
破
損
、
あ
る
い
は
組
換
え
生
物
が
実
験
室
外
に
漏
出
・
逃
亡

す
る
な
ど
し
て
、
適
切
な
拡
散
防
止
措
置
を
執
れ
な
く
な
っ
た
状
態
が

「
事
故
」
で
す
。
「
培
養
液
を
実
験
室
の
床
に
こ
ぼ
し
た
」
程
度
な
ら
ば
、

ま
だ
管
理
区
域
内
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
「
事
故
」
と
は
な
り
ま
せ

ん
（
た
だ
ち
に
除
染
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
）
。

3
0

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、

１
．
応
急
の
措
置
を
執
る

２
．
主
務
大
臣
に
届
け
出
る

こ
と
が
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
第
十
五
条
）

緊
急
事
態

実
験
従
事
者

①
発
見

②
報
告

実
験
責
任
者

③
応
急
処
置

安
全
主
任
、
学
部
長
等

④
報
告

学
長
⑤
報
告

火
災
・
災
害
・
著
し
い
汚
染

安
全
管
理
規
程
第
１
７
条

（
緊
急
事
態
発
生
時
の
処
置
）

3
1

事
故
を
起
こ
す
と
、
詳
し
い
調
査
の
上
、
厳
重
注
意
な
ど
の
処

分
が
下
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
改
善
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

事
故
・
違
反
の
な
い
よ
う
に
充
分
な
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
換
え
生
物
実
験
に
関
し
て
、
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

•
産
学
官
連
携
推
進
室

•
遺
伝
子
組
換
え
実
験
安
全
委
員
会
（
委
員
長
児
島
将
康
教
授
）

•
遺
伝
子
組
換
え
実
験
安
全
主
任
（
分
子
生
命
研
齋
藤
成
昭
）

ま
で
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3
2



 

 

 

 

 

拡散防止措置チェックリスト 



Ｐ１レベル 
 

施設等について満たすべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 実験室が、通常の生物の実験室としての構造及び設備を有すること。  

 

 

遺伝子組換え実験の実施に当たり遵守すべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
遺伝子組換え生物等を含む廃棄物（廃液を含む。）については、廃棄の前に遺伝子組換え

生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

２ 

遺伝子組換え生物等が付着した設備、機器及び器具については、廃棄又は再使用（あらか

じめ洗浄を行う場合にあっては、当該洗浄。）の前に遺伝子組換え生物等を不活化するた

めの措置を講ずること。 

 

３ 
実験台については、実験を行った日における実験の終了後、及び遺伝子組換え生物等が付

着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

４ 実験室の扉については、閉じておくこと（実験室に出入りするときを除く。）。  

５ 
実験室の窓等については、昆虫等の侵入を防ぐため、閉じておく等の必要な措置を講ずる

こと。 
 

６ すべての操作において、エアロゾルの発生を最小限にとどめること。  

７ 

実験室以外の場所で遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講じようとするとき

など、実験の過程において遺伝子組換え生物等を実験室から持ち出すときは、遺伝子組換

え生物等の漏出や、拡散が起こらない構造の容器に入れること。 

 

８ 
遺伝子組換え生物等が付着し、又は感染することを防止するため、遺伝子組換え生物等の

取扱い後における手洗い等必要な措置を講ずること。 
 

９ 実験の内容を知らない者が、みだりに実験室に立ち入らないための措置を講ずること。  

 



Ｐ２レベル 
 

施設等について満たすべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 実験室が、通常の生物の実験室としての構造及び設備を有すること。  

２ 
実験室に研究用安全キャビネットが設けられていること（エアロゾルが生じやすい操作を

する場合に限る。）。 
 

３ 
遺伝子組換え生物等を不活化するために高圧滅菌器を用いる場合には、実験室のある建物

内に高圧滅菌器が設けられていること。 
 

 

 

遺伝子組換え実験の実施に当たり遵守すべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
遺伝子組換え生物等を含む廃棄物（廃液を含む。）については、廃棄の前に遺伝子組換え

生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

２ 

遺伝子組換え生物等が付着した設備、機器及び器具については、廃棄又は再使用（あらか

じめ洗浄を行う場合にあっては、当該洗浄。）の前に遺伝子組換え生物等を不活化するた

めの措置を講ずること。 

 

３ 
実験台については、実験を行った日における実験の終了後、及び遺伝子組換え生物等が付

着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

４ 実験室の扉については、閉じておくこと（実験室に出入りするときを除く。）。  

５ 
実験室の窓等については、昆虫等の侵入を防ぐため、閉じておく等の必要な措置を講ずる

こと。 
 

６ すべての操作において、エアロゾルの発生を最小限にとどめること。  

７ 

実験室以外の場所で遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講じようとするとき

など、実験の過程において遺伝子組換え生物等を実験室から持ち出すときは、遺伝子組換

え生物等の漏出や、拡散が起こらない構造の容器に入れること。 

 

８ 
遺伝子組換え生物等が付着し、又は感染することを防止するため、遺伝子組換え生物等の

取扱い後における手洗い等必要な措置を講ずること。 
 

９ 実験の内容を知らない者が、みだりに実験室に立ち入らないための措置を講ずること。  

10 

エアロゾルが生じやすい操作をするときは、研究用安全キャビネットを用いることとし、

当該研究用安全キャビネットについては、実験を行った日における実験の終了後に、及び

遺伝子組換え生物等が付着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するための措

置を講ずること。 

 

11 
実験室の入口及び遺伝子組換え生物等を実験の過程において保管する設備に、「Ｐ２レベ

ル実験中」と表示すること。 
 

12 

執るべき拡散防止措置がＰ１レベル、Ｐ１Ａレベル又はＰ１Ｐレベルである実験を同じ実

験室で同時に行うときは、これらの実験の区域を明確に設定すること、又はそれぞれＰ２

レベル、Ｐ２Ａレベル若しくはＰ２Ｐレベルの拡散防止措置を執ること。 

 

 



Ｐ１Ａレベル 
 

施設等について満たすべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 通常の動物の飼育室としての構造及び設備を有すること。  

２ 

実験室の出入口、窓その他の動物である遺伝子組換え生物等及び遺伝子組換え生物等を保

有している動物（以下「組換え動物等」という。）の逃亡の経路となる箇所に、当該組換

え動物等の習性に応じた逃亡の防止のための設備、機器又は器具が設けられていること。

 

３ 

組換え動物等のふん尿等の中に遺伝子組換え生物等が含まれる場合には、当該ふん尿等を

回収するために必要な設備、機器若しくは器具が設けられていること、又は実験室の床が

当該ふん尿等を回収することができる構造であること。 

 

 

 

遺伝子組換え実験の実施に当たり遵守すべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
遺伝子組換え生物等を含む廃棄物（廃液を含む。）については、廃棄の前に遺伝子組換え

生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

２ 

遺伝子組換え生物等が付着した設備、機器及び器具については、廃棄又は再使用（あらか

じめ洗浄を行う場合にあっては、当該洗浄。）の前に遺伝子組換え生物等を不活化するた

めの措置を講ずること。 

 

３ 
実験台については、実験を行った日における実験の終了後、及び遺伝子組換え生物等が付

着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

４ 実験室の扉については、閉じておくこと（実験室に出入りするときを除く。）。  

５ 
実験室の窓等については、昆虫等の侵入を防ぐため、閉じておく等の必要な措置を講ずる

こと。 
 

６ すべての操作において、エアロゾルの発生を最小限にとどめること。  

７ 
遺伝子組換え生物等が付着し、又は感染することを防止するため、遺伝子組換え生物等の

取扱い後における手洗い等必要な措置を講ずること。 
 

８ 実験の内容を知らない者が、みだりに実験室に立ち入らないための措置を講ずること。  

９ 

実験室以外の場所で遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講じようとするとき

など、実験の過程において組換え動物等を実験室から持ち出すときは、遺伝子組換え生物

等の逃亡や、拡散が起こらない構造の容器に入れること。 

 

10 
組換え動物等を、移入した組換え核酸の種類又は保有している遺伝子組換え生物等の種類

ごとに識別することができる措置を講ずること。 
 

11 実験室の入口に、「組換え動物等飼育中」と表示すること。  

 



Ｐ２Ａレベル 
 

施設等について満たすべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
実験室に研究用安全キャビネットが設けられていること（エアロゾルが生じやすい操作を

する場合に限る。） 
 

２ 
遺伝子組換え生物等を不活化するために高圧滅菌器を用いる場合には、実験室のある建物

内に高圧滅菌器が設けられていること。 
 

３ 通常の動物の飼育室としての構造及び設備を有すること。  

４ 

実験室の出入口、窓その他の動物である遺伝子組換え生物等及び遺伝子組換え生物等を保

有している動物（以下「組換え動物等」という。）の逃亡の経路となる箇所に、当該組換

え動物等の習性に応じた逃亡の防止のための設備、機器又は器具が設けられていること。

 

５ 

組換え動物等のふん尿等の中に遺伝子組換え生物等が含まれる場合には、当該ふん尿等を

回収するために必要な設備、機器若しくは器具が設けられていること、又は実験室の床が

当該ふん尿等を回収することができる構造であること。 

 

 

 

遺伝子組換え実験の実施に当たり遵守すべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
遺伝子組換え生物等を含む廃棄物（廃液を含む。）については、廃棄の前に遺伝子組換え

生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

２ 

遺伝子組換え生物等が付着した設備、機器及び器具については、廃棄又は再使用（あらか

じめ洗浄を行う場合にあっては、当該洗浄。）の前に遺伝子組換え生物等を不活化するた

めの措置を講ずること。 

 

３ 
実験台については、実験を行った日における実験の終了後、及び遺伝子組換え生物等が付

着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

４ 実験室の扉については、閉じておくこと（実験室に出入りするときを除く。）。  

５ 
実験室の窓等については、昆虫等の侵入を防ぐため、閉じておく等の必要な措置を講ずる

こと。 
 

６ すべての操作において、エアロゾルの発生を最小限にとどめること。  

７ 
遺伝子組換え生物等が付着し、又は感染することを防止するため、遺伝子組換え生物等の

取扱い後における手洗い等必要な措置を講ずること。 
 

８ 実験の内容を知らない者が、みだりに実験室に立ち入らないための措置を講ずること。  

９ 

エアロゾルが生じやすい操作をするときは、研究用安全キャビネットを用いることとし、

当該研究用安全キャビネットについては、実験を行った日における実験の終了後に、及び

遺伝子組換え生物等が付着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するための措

置を講ずること。 

 

10 

執るべき拡散防止措置がＰ１レベル、Ｐ１Ａレベル又はＰ１Ｐレベルである実験を同じ実

験室で同時に行うときは、これらの実験の区域を明確に設定すること、又はそれぞれＰ２

レベル、Ｐ２Ａレベル若しくはＰ２Ｐレベルの拡散防止措置を執ること。 

 

11 

実験室以外の場所で遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講じようとするとき

など、実験の過程において組換え動物等を実験室から持ち出すときは、遺伝子組換え生物

等の逃亡や、拡散が起こらない構造の容器に入れること。 

 

12 
組換え動物等を、移入した組換え核酸の種類又は保有している遺伝子組換え生物等の種類

ごとに識別することができる措置を講ずること。 
 

13 実験室の入口に、「組換え動物等飼育中（Ｐ２）」と表示すること。  

 



 

 

 

 

 

計画申請書（様式１－１）記入例 



（様式１－１） 記入例記入例記入例記入例（（（（微生物）微生物）微生物）微生物） 
 

計画申請番号  

 

第二種使用等遺伝子組換え実験計画申請書【 新規 ・ 変更 】 

 

２０X X年００月００日 

 久留米大学学長 殿 

氏名        齋藤 成昭          印  

申請者                        

所属  分子生命科学研究所 細胞工学研究部門 

                                  
                                 実    施  
第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置が定められている実験の     を、次のとおり申請します。 
                                 計画変更  
 

変更事項は【 実験責任者 実験従事者 宿主・ベクターの変更 実施期間の延長 その他 】である。 

 (注)・変更事項を○で囲み、以下に第二種使用等の名称と変更事項のみを記入してください。 

   ・宿主・ベクターの変更の場合は大臣確認実験の有無を記入してください。 
   ・その他の場合は別紙に変更事項を具体的に記入してください。 
 

第二種使用等の名称 XXXXXに必要な遺伝子群の機能解析 

実験実施期間    平成XX年 X月から平成XX年 X月まで 

第二種使用等を

する場所 

名 称 久留米大学 分子生命科学研究所 細胞工学研究部門 実験室 

所 在 地 郵便番号（ 839-0864 ） 

久留米市百年公園１－１ 久留米リサーチセンタービル B棟 3F 

電話番号 0942-37-6317 

大臣確認実験の有無      有  ・  無  

 P1B1及びP1B2実験以外の 

 遺伝子組換え実験予定の有無 

     

            有  ・  無  

事
務
連
絡
先 

実験責任者 所 属 名 

及び職名 
分子生命科学研究所 細胞工学研究部門 教授 

氏 名 齋藤 成昭 

 
連絡先 0942-37-6317 

電子メールアドレス saitou_shigeaki@kurume-u.ac.jp 

実験従事者 

(実験責任者

を含む) 

 

氏 名 

 

所属名・職名 

教育訓練受講の有
無（有りの場合は
受講終了番号） 

病 原 微 生 物
取 扱 経 験（１
年以上）の有無 

遺伝子組換え
実験経験（１年
以上）の有無 

齋藤成昭 

XXXXXXXX 

分子生命・教授 

分子生命・XXXXXX 

 

有り(XX-XXX) 

無し 

無し 

無し 

有り 

有り 

コメントコメントコメントコメント [SS1]: 申請者と実験責任者は同

じにしてください。 



第二種使用等の

目的及び概要 

種類 １．微生物使用実験 

  ２．大量培養実験 

  ３．動物使用実験 

   （１）動物作成実験 

   （２）動物接種実験 

  ４．植物等使用実験 

   （１）植物作成実験 

   （２）植物接種実験 

   （３）きのこ作成実験 

  ５．細胞融合実験 該当するものに○を付けて下さい。 

目的 分裂酵母において、XXXXXに関わる遺伝子（群）の機能を解析する。 

概要 上述遺伝子を、分裂酵母ゲノム上で破壊・改変し、あるいはエピソーム型ベクターにて

酵母細胞に多コピー導入して、遺伝子産物の機能・性質などを解析する。 

遺伝子組

換え生物

等の特性 

核酸供与体の特性 
分裂酵母(Schizosaccharomyces pombe)、オワンクラゲ（Aequorea victoria）。 

（酵母全ゲノム配列はpombase(www.pombase.org)に登録されている） 

供与核酸の特性 
分裂酵母 ゲノム核酸および相補的デオキシリボ核酸。 

オワンクラゲGFP遺伝子ｃDNA（genbank acc#L29345）を含む遺伝子断片。 

ベクター等の特性 
pFA6a-kanMX6 (大腸菌を宿主とするプラスミドで、アンピシリン耐性、カナマイシン耐

性マーカーを含む)。 pREP1(分裂酵母を宿主とするエピソーム型プラスミドで、出芽酵

母LEU2遺伝子を含む)。  

宿主等の特性 

大腸菌DH5α（K12株由来、認定系Ｂ１（１））、分裂酵母（認定系Ｂ１（１０））。いずれも分子生物学

研究で長年広く使われており、病原性・伝染性などの危険性は報告されていない。実験室環境外

での増殖能は限られている。 

 遺伝子組換え生物等

の特性（宿主等との相

違を含む。） 

導入されるDNA断片は、クラス１生物由来、もしくは同定済み核酸であり、組

換え体が新たな病原性・伝染性・増殖能などを獲得するとは考えられない。 

遺伝子組換え生物等を保有してい

る動物、植物又は細胞等の特性 
無し 

拡散防止

措置 区分及び選択理由 
P1B1 (認定宿主ベクター系を用いる研究であり、供与核酸も同定済みもしく

はクラス１由来であるので、第２種省令第五条第一号イ、ハの規定に従う) 

施設等の概要 
分子生命科学研究所細胞工学研究部門 実験室。 オートクレーブ、手洗い用流しなどを備える。

組換え体を保存する冷凍・冷蔵庫には「遺伝子組換え体保管中」と掲示する。 

遺伝子組換え生物等

を不活性化するため

の措置 

組換え生物、および、組換え生物を含む廃棄物は、オートクレーブもしくは薬

剤（水酸化ナトリウム、次亜塩素酸、塩化ベンザルコニウム）により完全不活

化処理を行う。 

その他 久留米大学遺伝子組換え実験安全委員会 

（委員長 分子生命科学研究所・教授・児島 将康） 

 

 

 

コメントコメントコメントコメント [SS2]: KO/Tgマウスを使用する

場合など 

コメントコメントコメントコメント [SS3]: 組換えウイルスなどを動

物に接種する場合など 

コメントコメントコメントコメント [SS4]: 実際に行う遺伝子操作の

概要 

コメントコメントコメントコメント [SS5]: 供与核酸(下記)が由来す

る生物種についての情報（毒物産生や病原

性等の特記事項がある場合はそれも） 

コメントコメントコメントコメント [SS6]: 遺伝子名（特定できる場

合）、データベースアクセス番号、ゲノム

DNA/cDNAの種別など。 

コメントコメントコメントコメント [SS7]: ベクター名称、宿主、マー

カー、組み込み型/エピソーム型の種別など。

ベクターを使わない場合（相同組換えで供

与核酸をゲノムに組み込む場合など）は、

その旨を記載。 

コメントコメントコメントコメント [SS8]: 遺伝子組換えによって新

たに、宿主に病原性や伝染性などが付与さ

れる場合は、その旨を記載。 

コメントコメントコメントコメント [SS9]: 接種実験の場合、組換え生

物が接種された動物などについての情報を

記載。 

コメントコメントコメントコメント [SS10]: 選択理由（二種省令のど

の項目に該当するか）を記載。 

コメントコメントコメントコメント [SS11]: 選択された拡散防止措置

を執るにあたり必要な設備が備わっている

ことが分かるように記載。 

コメントコメントコメントコメント [SS12]: 様式１－１、１－２のほ

か、一般的でないベクターについてはプラ

スミドマップ等の情報をあわせて提供して

ください。また実験場所の概略図の添付も

お願いします。 



（様式１－１） 
 

計画申請番号  

 

第二種使用等遺伝子組換え実験計画申請書【 新規 ・ 変更 】 

 

年  月  日 

 久留米大学学長 殿 

氏名                  印  

申請者                        

所属                     

                                  
                                 実    施  
第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置が定められている実験の     を、次のとおり申請します。 
                                 計画変更  
 

変更事項は【 実験責任者 実験従事者 宿主・ベクターの変更 実施期間の延長 その他 】である。 

 (注)・変更事項を○で囲み、以下に第二種使用等の名称と変更事項のみを記入してください。 

   ・宿主・ベクターの変更の場合は大臣確認実験の有無を記入してください。 
   ・その他の場合は別紙に変更事項を具体的に記入してください。 
 

第二種使用等の名称 
 

実験実施期間    平成  年  月から平成  年  月まで 

第二種使用等を

する場所 

名 称  

所 在 地 郵便番号（        ） 

電話番号 

大臣確認実験の有無      有  ・  無  

 P1B1及びP1B2実験以外の 

 遺伝子組換え実験予定の有無 

      

    有  ・  無 

事
務
連
絡
先 

実験責任者 所 属 名 

及び職名 
 

氏 名  

 
連絡先 

電子メールアドレス 

実験従事者 

(実験責任者

を含む) 

 

氏 名 

 

所属名・職名 

教育訓練受講の有
無（有りの場合は
受講終了番号） 

病 原 微 生 物
取 扱 経 験（１
年以上）の有無 

遺伝子組換え
実験経験（１年
以上）の有無 

     

コメントコメントコメントコメント [SS1]: KOマウス等を使った動

物実験は P1Aなので、有になります。 

Shigeaki Saitoh
テキストボックス
記入例（動物実験）



第二種使用等の

目的及び概要 

種類 １．微生物使用実験 

  ２．大量培養実験 

  ３．動物使用実験 

   （１）動物作成実験 

   （２）動物接種実験 

  ４．植物等使用実験 

   （１）植物作成実験 

   （２）植物接種実験 

   （３）きのこ作成実験 

  ５．細胞融合実験 該当するものに○を付けて下さい。 

目的  

概要 XXX遺伝子KOマウス、YYY遺伝子Tgマウスを用い、ZZZ病の発生機序を解析

する。 

遺伝子組

換え生物

等の特性 

核酸供与体の特性 マウス、ヒト、サイトメガロウイルス(CMV HHV-5)、Simianウイルス(SV40) 

供与核酸の特性 

マウスXXX遺伝子ゲノムDNA（第一エキソン周辺配列約0.0 kb、genbank acc#:0000）、ヒトY

YY遺伝子cDNA(0.0kb、genbank acc#:0000)、CMVプロモーター(同定済み、0.0kb、genbank 

acc#:0000)、SV40ポリAシグナル（同定済み核酸、0.0kb、genbank acc#:0000） 

ベクター等の特性 

XXX KOマウス（ベクターは使用しない。ただし、作成段階でターゲッティングベクターpWW

Wが使用された。相同組換えによってxxx遺伝子第一イントロンが大腸菌由来neoマーカーに

置換されている。）YYY Tgマウス（pBlueScriptベクター由来のプラスミドpVVV[添付図参

照]が、random insertionによって、マウス染色体中に挿入されている） 

宿主等の特性 マウス（UUUU系統） 

遺伝子組換え生物等

の特性（宿主等との相

違を含む。） 

導入された核酸はすべて同定済みであり、病害性や毒物産生には関与し

ない。科学的知見に照らし、当該遺伝子組み換えにより、宿主マウスの

繁殖能や逃亡性が増すとは考えられない。 

遺伝子組換え生物等を保有してい

る動物、植物又は細胞等の特性 

該当しない（※たとえば、組換えウイルスを動物に接種するような場合、

接種された動物の特性を本欄に記入します）。 

拡散防止

措置 区分及び選択理由 
P1A (二種省令第五条第三号イの規定に従う) 

施設等の概要 
入り口及び排水口に逃亡防止装置（ネズミ返し）を備える。「P1A実験実

施中」の旨、入り口に掲示する。 

遺伝子組換え生物等

を不活性化するため

の措置 

遺伝子組換えマウスはすべて～～～によって安楽死させた後、焼却処分

する（※組換えマウスの場合、その死をもって不活性化されたとみなし

ます。具体的な処分法を簡潔に記載してください）。実験廃棄物などは、

廃棄前にオートクレーブにかける。 

その他 久留米大学遺伝子組換え実験安全委員会 

（委員長 分子生命科学研究所・教授・児島 将康） 

 

コメントコメントコメントコメント [SS2]: 遺伝子ノックアウトの概

要が分かるような図を添付していただける

と助かります。 

コメントコメントコメントコメント [SS3]: プラスミドの概要が分か

る簡単な図を添付してください。骨格とな

るベクター、供与核酸、プロモーター、タ

ーミネーター、マーカー遺伝子などが明ら

かになるような図をお願いします。 

コメントコメントコメントコメント [SS4]: 組換えマウス由来の細胞

や臓器は、定義上、「組換え生物」とはみな

しません。しかしながら、安全のため、廃

棄前にはオートクレーブや薬品による不活

性化処理を施していただく方が良いかと思

います。 




